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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第25期

第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
累計期間

第25期
第２四半期連結
会計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

第25期

会計期間

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成23年
    １月１日
至  平成23年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成23年
    ４月１日
至  平成23年
    ６月30日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    12月31日

売上高 (百万円) 89,199 57,370 48,041 28,075 146,660

経常利益 (百万円) 3,136 2,696 820 2,674 6,156

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,758 2,623 392 1,834 2,735

純資産額 (百万円) ― ― 56,832 56,303 58,323

総資産額 (百万円) ― ― 172,832 135,639 146,627

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,175.981,112.021,155.65

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 42.18 56.54 8.54 39.53 62.09

自己資本比率 (％) ― ― 31.6 38.0 36.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,659 △6,115 ― ― 7,502

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △12,817 13,237 ― ― △21,635

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,744 △6,829 ― ― 7,668

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 21,888 13,939 12,122

従業員数 (名) ― ― 606 618 611

 (注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　従業員数は就業人員をもって記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 618 (1,865)

 (注) 従業員数は就業人員をもって表示しており、正社員・嘱託・受入出向者等の人数であります。また、このほかに派

遣社員等の臨時社員がおりますが、これらの当第２四半期連結会計期間の平均人員を(　)にて外数で表示してお

ります。臨時社員とは、プロジェクト推進のための技術者及びFPSO等のオペレーションに要するクルー等の操業

要員といった一時的な雇用関係にある社員です。臨時社員の人数は、プロジェクトの進行状況及びオペレーショ

ンの操業状況により変動いたします。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 87 (14)

(注) １　従業員数は就業人員をもって表示しており、正社員・嘱託・受入出向者等の人数であります。また、このほかに

派遣社員等の臨時社員がおりますが、これらの当第２四半期会計期間の平均人員を(　)にて外数で表示してお

ります。臨時社員とは、プロジェクト推進のための技術者等の要員であります。臨時社員の人数は、プロジェク

トの進行状況により変動いたします。

２　従業員数は、当社から社外への出向者は除き、社外から当社への出向者を含めて表示しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、浮体式石油生産設備の建造及びこれに関連する各種サービスを提供する単一の事業を

展開しているため、セグメント別の記載は省略しており、以下の各項目は当社グループ全体の実績を記載

しております。

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

　 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

当社グループ 18,807 45.5

(注) １　上記の金額は、FPSO、FSO及びTLPの設計・建造・据付並びにその他の工事にかかる完成工事高であります。
２　金額は、販売価格によっております。
３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。
　

　 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

当社グループ 57,054 169.5 237,504 122.9

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　上記の他に、持分法適用関連会社及び持分法適用非連結子会社のリース、チャーター及びオペレーションに関
する当社持分相当の受注残高は212,921百万円であります。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

　 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

当社グループ 28,075 58.4

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

GUARA MV23 B.V.　 16,611 34.6 11,251 40.1

BP EXPLORATION (ANGOLA) LTD.8,649 18.0 4,251 15.1

TUPI PILOT MV22 B.V. 9,049 18.8
―

(注)１
―

(注)１
　　(注)１　該当期において売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
　　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであり

ます。
　

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により生産活動が低下し、企

業収益も下押しされるなど厳しい状況となりました。一方、海外では中国やインドなどアジア地域にお

いて引き続き内需を中心とする景気が拡大しております。

　またこの間、原油価格は一時１バレル110ドルを上回るなど高水準で推移しており、原子力発電に対す

る見直しの動きも加わって海洋油田やガス田の開発に注目が集まっていることから、当社グループが

特化する浮体式海洋石油・ガス生産設備に関する事業は安定的な成長が期待されております。

こうした状況のもと、当第２四半期連結会計期間の連結業績は、Petrobras社向けGuara鉱区FPSOのオ

ペレーションサービス及び既存プロジェクトにおける設計変更により受注高が57,054百万円（前年同

期比69.5％増）となりました。売上高は、FPSOの建造工事の進捗と関係会社が提供するチャーター及び

オペレーションサービスなどにより28,075百万円（前年同期比41.6％減）となりました。

利益面では、FPSOのリース事業を行っている持分法適用関係会社の好調な業績により持分法投資利

益が増加したことにより、経常利益は2,674百万円（前年同期比226.1％増）、四半期純利益は1,834百

万円（前年同期比367.9％増）となりました。

なお、当社グループは、浮体式石油生産設備の建造及びこれに関連する各種サービスを提供する単一

の事業を展開しているため、セグメント別の業績等の記載は省略しております。

　
(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産の状況は、主に持分法適用関係会社向けの貸付金の回収が進ん

だことにより、前連結会計年度末比10,987百万円減少して135,639百万円となりました。

負債も主に、上記の貸付金の回収により借入金の返済をすすめたことにより、前連結会計年度末比

8,967百万円減少して79,336百万円となりました。

純資産は、第１四半期連結会計期間より「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

を適用したことに伴い、繰延ヘッジ損益を計上したこと等により、前連結会計年度末比2,020百万円減

少して56,303百万円となりました。
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(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、持分法適用関係会社向けの貸付金の

回収が進んだものの、たな卸資産の増加や借入金の返済をすすめたことにより、第１四半期連結会計期

間末と比較して2,233百万円減少し、13,939百万円（前年同期は21,888百万円）となりました。

　当第２四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの概況は次のとおりです。
　

  （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,858百万円の支出（前年同期は3,249百万円の支出）とな

りました。これは主にFPSO等の建造工事に係わるたな卸資産の増加によるものであります。
　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

持分法適用関係会社向けの貸付金の回収が進んだことにより、投資活動によるキャッシュ・フロー

は、2,994百万円の収入（前年同期は8,216百万円の支出）となりました。
　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入金及び長期借入金の返済を行った結果、財務活動によるキャッシュ・フローは、1,968百万

円の支出（前年同期は6,797百万円の収入）となりました。

　
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は61百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。　
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 102,868,000

計 102,868,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,408,00046,408,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります

計 46,408,00046,408,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。
　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。
　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 46,408 ― 20,185 ― 20,915
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(6) 【大株主の状況】

(平成23年６月30日現在)

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三井造船株式会社 東京都中央区築地５－６－４ 23,251 50.10

三井物産株式会社 東京都千代田区大手町１－２－１ 6,957 14.99

資産管理サービス信託銀行株式会社
（年金信託口）

東京都中央区晴海１－８－１２ 1,304 2.81

ジェーピー　モルガン　チェース　バンク　
385166
（常任代理人　株式会社みずほコーポレート
銀行決済営業部）

125 LONDON WALL, LONDON, EC2Y 5AJ,
UNITED KINGDOM
（東京都中央区月島４－１６－１３）

1,143 2.46

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口９）

東京都中央区晴海１－８－１１ 929 2.00

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２－１１－３ 730 1.57

デイーエヌビー　ノル　バンク　アサ
（常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀行）

STRANDEN 21 0021 OSLO NORWAY
（東京都千代田区丸の内２－７－１）

539 1.16

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口）

東京都中央区晴海１－８－１１ 448 0.96

双日株式会社 東京都港区赤坂６－１－２０ 431 0.92

NOMURA ASSET MANAGEMENT U.K. LIMITED SUB
A/C EVERGREEN NOMINEES LTD
（常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀行）

24 MONUMENT STREET, LONDON, EC3R
8AJ, UNITED KINGDOM 
（東京都千代田区丸の内２－７－１）

418 0.90

計 ― 36,153 77.90

 (注)１  資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口）、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日

本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）及び同（信託口）の信託業務に係る株式数について

は、当社として把握することができないため記載しておりません。

２　みずほ信託銀行株式会社及びその共同保有者であるみずほ投信投資顧問株式会社から平成22年12月７日付で

関東財務局長に提出された大量保有報告書により、平成22年11月30日現在で以下の株式を保有している旨の

報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式の確認ができま

せん。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
　

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１－２－１ 2,710 5.84

みずほ投信投資顧問株式会社 東京都港区三田３－５－２７ 90 0.19

計 ― 2,801 6.04
　

３　シュローダー証券投信投資顧問株式会社及びその共同保有者であるシュローダー・インベストメント・マ

ネージメント・ノースアメリカ・リミテッドから平成23年１月18日付の大量保有報告書の写しの送付があ

り、平成23年１月14日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、実質所有状況の確認は

できておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
　

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

シュローダー証券投信投資顧問株式会社 東京都千代田区丸の内1-8-3 494 1.07

シュローダー・インベストメント・
マネージメント・ノースアメリカ・リミテッド

英国 EC2V 7QA ロンドン、 
グレシャム・ストリート 31

1,830 3.94

計 ― 2,324 5.01
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　       　   600
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  　 　46,403,300     464,033 ―

単元未満株式 普通株式　　　　　　4,100 ― ―

発行済株式総数         　　    46,408,000― ―

総株主の議決権 ―            464,033 ―

（注） 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式63株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
三井海洋開発株式会社

東京都千代田区霞が関
三丁目２番１号

600 ― 600 0.00

計 ― 600 ― 600 0.00

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 1,5791,5711,5271,5551,5101,405

最低(円) 1,4351,3971,0141,3961,2631,280

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― Shashank Karve 平成23年５月１日

　

(2) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役常務 常務取締役 浅間　康夫 平成23年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年１月１日から平成22年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年１月１日から平成23年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年４月１

日から平成22年６月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,939 12,122

売掛金 44,000 43,082

たな卸資産 ※1
 7,461

※1
 875

短期貸付金 16,631 31,291

その他 8,050 10,767

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 90,081 98,135

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） ※2
 12,882

※2
 14,574

その他（純額） ※2
 529

※2
 458

有形固定資産合計 13,411 15,033

無形固定資産

のれん 3,491 3,657

その他 3,237 3,162

無形固定資産合計 6,729 6,820

投資その他の資産

投資有価証券 12,166 12,356

関係会社長期貸付金 10,040 11,563

その他 3,212 2,722

貸倒引当金 △2 △4

投資その他の資産合計 25,417 26,638

固定資産合計 45,557 48,492

資産合計 135,639 146,627

負債の部

流動負債

買掛金 40,413 41,562

短期借入金 15,017 17,193

1年内返済予定の長期借入金 1,599 6,043

未払費用 3,511 2,842

未払法人税等 2,147 2,143

前受金 1,670 766

賞与引当金 52 42

役員賞与引当金 6 13

保証工事引当金 2,263 2,564

その他の引当金 779 706

その他 461 3,937

流動負債合計 67,923 77,816

固定負債

長期借入金 8,157 8,140

退職給付引当金 167 158

長期未払金 44 301

その他 3,043 1,886

固定負債合計 11,413 10,486

負債合計 79,336 88,303

EDINET提出書類

三井海洋開発株式会社(E01725)

四半期報告書

13/31



(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 20,185 20,185

資本剰余金 20,915 20,915

利益剰余金 23,163 21,066

自己株式 △1 △1

株主資本合計 64,263 62,166

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14 △9

繰延ヘッジ損益 △3,830 △123

為替換算調整勘定 △8,813 △8,403

評価・換算差額等合計 △12,657 △8,535

少数株主持分 4,697 4,693

純資産合計 56,303 58,323

負債純資産合計 135,639 146,627
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 89,199 57,370

売上原価 83,758 55,448

売上総利益 5,440 1,921

販売費及び一般管理費 ※
 3,396

※
 3,805

営業利益又は営業損失（△） 2,043 △1,883

営業外収益

受取利息 654 680

受取配当金 2 3

持分法による投資利益 944 4,835

デリバティブ評価益 139 －

その他 177 127

営業外収益合計 1,919 5,647

営業外費用

支払利息 292 349

為替差損 441 254

デリバティブ評価損 － 428

その他 92 35

営業外費用合計 827 1,067

経常利益 3,136 2,696

特別利益

固定資産処分益 141 －

関係会社株式売却益 － 65

特別利益合計 141 65

税金等調整前四半期純利益 3,277 2,761

法人税、住民税及び事業税 1,611 △17

過年度法人税等 159 85

法人税等調整額 △777 240

法人税等合計 993 307

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,453

少数株主利益又は少数株主損失（△） 525 △169

四半期純利益 1,758 2,623
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 48,041 28,075

売上原価 46,344 25,809

売上総利益 1,696 2,265

販売費及び一般管理費 ※
 1,396

※
 1,795

営業利益 299 469

営業外収益

受取利息 345 337

受取配当金 2 3

持分法による投資利益 439 2,826

デリバティブ評価益 272 40

その他 129 47

営業外収益合計 1,189 3,255

営業外費用

支払利息 149 159

為替差損 447 875

その他 71 15

営業外費用合計 669 1,050

経常利益 820 2,674

特別利益

固定資産処分益 8 －

特別利益合計 8 －

税金等調整前四半期純利益 828 2,674

法人税、住民税及び事業税 654 △151

過年度法人税等 △6 85

法人税等調整額 △456 848

法人税等合計 192 782

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,892

少数株主利益 244 57

四半期純利益 392 1,834
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,277 2,761

減価償却費 574 1,461

のれん償却額 114 134

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9 8

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △6

保証工事引当金の増減額（△は減少） 248 △285

受注工事損失引当金の増減額（△は減少） 2 －

長期未払金の増減額（△は減少） △83 △257

受取利息及び受取配当金 △657 △684

支払利息 292 349

為替差損益（△は益） 279 74

関係会社株式売却損益（△は益） － △65

持分法による投資損益（△は益） △944 △4,835

デリバティブ評価損益（△は益） △139 428

固定資産処分損益（△は益） △141 －

売上債権の増減額（△は増加） △13,938 △796

たな卸資産の増減額（△は増加） 57 △6,594

仕入債務の増減額（△は減少） 15,697 580

未払又は未収消費税等の増減額 120 44

その他 830 454

小計 5,568 △7,232

利息及び配当金の受取額 716 2,815

利息の支払額 △281 △387

法人税等の支払額 △1,344 △1,311

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,659 △6,115

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △271 △623

有形及び無形固定資産の売却による収入 846 －

子会社株式の取得による支出 － △1,247

関係会社株式の取得による支出 △0 △3,345

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △71

短期貸付金の増減額（△は増加） △13,560 21,868

長期貸付けによる支出 － △3,343

長期貸付金の回収による収入 167 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,817 13,237

EDINET提出書類

三井海洋開発株式会社(E01725)

四半期報告書

17/31



(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,747 △1,924

長期借入れによる収入 0 －

長期借入金の返済による支出 △723 △4,383

株式の発行による収入 15,588 －

配当金の支払額 △373 △521

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,744 △6,829

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,255 1,525

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 330 1,817

現金及び現金同等物の期首残高 31,505 12,122

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△9,948 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 21,888

※
 13,939
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間 
(自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

(1)連結の範囲の変更

前連結会計年度において、連結子会社でありましたPT ARAH PRANAは、株式の全部を売却したため、第１四半

期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。また、MODEC LIBERIA,INC.は清算したため、当第２四半

期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

　新規設立により第１四半期連結会計期間よりMODEC VENTURE 24 B.V.が、さらに当第２四半期連結会計期間よ

りMODEC FPSO LIBERIA,INC.がそれぞれ連結子会社となりました。

(2)変更後の連結子会社の数

　　　23社

２　会計処理基準に関する事項の変更

(1)資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

(2)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を適

用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間 
(自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間 
(自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日)

税金費用の計算

税金費用に関しては、一部の連結子会社において、主として当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の

税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末 
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

※１　たな卸資産

材料及び貯蔵品 4,866百万円

仕掛工事 2,595百万円

合計 7,461百万円
 

※１　たな卸資産

材料及び貯蔵品 31百万円

仕掛工事 843百万円

合計 875百万円
 

※２　有形固定資産の減価償却累計額

11,349百万円
 

※２　有形固定資産の減価償却累計額

10,486百万円

３　偶発債務

　　　連結子会社以外の関係会社の金融機関からの借入金

及び契約履行に対し債務保証を行っております。

３　偶発債務

　　　連結子会社以外の関係会社の金融機関からの借入金

及び契約履行に対し債務保証を行っております。

MODEC VENTURE 10 B.V.363百万円

RONG DOI MV12 PTE LTD.1,179百万円

ESPADARTE MV14 B.V.229百万円

PRA-1 MV15 B.V. 169百万円

STYBARROW MV16 B.V.258百万円

OPPORTUNITY MV18 B.V.480百万円

SONG DOC MV19 B.V.221百万円

GAS OPPORTUNITY MV20 B.V.500百万円

JUBILEE GHANA MV21 B.V.15,203百万円

TUPI PILOT MV22 B.V.27,465百万円

GUARA MV23 B.V. 30,821百万円

上記のうち外貨による保証金額はUS$953百万で

あります。 

  また、上記のほか持分法適用関連会社の金利ス

ワップ取引について債務保証を行っております。

なお、当該スワップの時価については、「持分法

適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を適用

したことに伴い、四半期連結財務諸表へ反映させて

おります。

MODEC VENTURE 10 B.V.366百万円

RONG DOI MV12 PTE LTD.1,334百万円

ESPADARTE MV14 B.V.231百万円

PRA-1 MV15 B.V. 170百万円

STYBARROW MV16 B.V.260百万円

OPPORTUNITY MV18 B.V.485百万円

SONG DOC MV19 B.V.224百万円

GAS OPPORTUNITY MV20 B.V.505百万円

JUBILEE GHANA MV21 B.V.16,376百万円

TUPI PILOT MV22 B.V.26,164百万円

GUARA MV23 B.V. 5,721百万円

上記のうち外貨による保証金額はUS$635百万で

あります。 

　また、上記のほか持分法適用関連会社の金利ス

ワップ取引について債務保証を行っております。当

該スワップの時価は以下のとおりであります。

MODEC VENTURE 10 B.V.△77百万円

RONG DOI MV12 PTE LTD．△161百万円

ESPADARTE MV14 B.V.△379百万円

PRA-1 MV15 B.V. △576百万円

STYBARROW MV16 B.V. △553百万円

SONG DOC MV19 B.V.△150百万円

GAS OPPORTUNITY MV20 B.V.△1,835百万円

TUPI PILOT MV22 B.V.△2,612百万円
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当第２四半期連結会計期間末 
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

４　四半期連結財務諸表提出会社においては、運転資

金の効率的な調達を行うため取引銀行７行と貸出

コミットメント契約を、また取引銀行１行と当座貸

越契約を、さらに取引銀行４行とドル手形借入枠の

設定に関する契約を締結しております。

　　　当第２四半期連結会計期間末における貸出コミット

メントに係る借入未実行残高等は次のとおりであ

ります。

貸出コミットメントの総額 US$ 110百万

借入実行残高 US$  －百万

差引額 US$ 110百万

 
　　　当第２四半期連結会計期間末における当座貸越に係

る借入未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越枠 3,000百万円

借入実行残高 －百万円

差引額 3,000百万円

 
　　　当第２四半期連結会計期間末におけるドル建手形借

入枠に係る借入未実行残高等は次のとおりであり

ます。

手形借入枠 US$ 104百万

借入実行残高 US$  －百万

差引額 US$ 104百万

 

４　連結財務諸表提出会社においては、運転資金の効

率的な調達を行うため取引銀行６行と貸出コミッ

トメント契約を、また取引銀行１行と当座貸越契約

を締結しております。

　　　当連結会計年度末における貸出コミットメントに係

る借入未実行残高等は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 US$110百万

借入実行残高 US$ －百万

差引額 US$110百万

 
　　　当連結会計年度末における当座貸越に係る借入未実

行残高等は次のとおりであります。

当座貸越枠 3,000百万円

借入実行残高 1,000百万円

差引額 2,000百万円

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与・賞与 928百万円　　　　

　賞与引当金繰入額 25百万円

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与・賞与 953百万円　　　　

　賞与引当金繰入額 19百万円

 

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与・賞与 326百万円　　　　

　賞与引当金繰入額 7百万円

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与・賞与 472百万円　　　　

　賞与引当金繰入額 5百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 21,888百万円

現金及び現金同等物 21,888百万円

 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 13,939百万円

現金及び現金同等物 13,939百万円

　

 

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日 

至  平成23年６月30日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 46,408,000

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 663

　

３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日
定時株主総会

普通株式 522 11.25平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月11日
取締役会

普通株式 580 12.50平成23年６月30日 平成23年９月12日 利益剰余金

　

５．株主資本の著しい変動

　「第２事業の状況　４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(2)財政状態の分析」

に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」を適用したことに伴い、繰延ヘッジ損益が3,994百万円減少しております。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

当社グループは、浮体式石油生産設備の建造及びこれに関連する各種サービスを提供する単一の事業を

展開しているため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

中南米 
(百万円)

北米 
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客
　 に対する
   売上高

18,1532,729 220 26,938 ― 48,041 ― 48,041

(2)セグメン
   ト間の内
   部売上高
   又は振替
   高

798 170 ― 9,733 178 10,880( 10,880) ―

計 18,9512,899 220 36,672 178 58,921( 10,880)48,041

営業利益又
は営業損失
(△)

319 141 △36 △63 36 397 (     97) 299

 (注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

(1)アジア……………シンガポール

(2)中南米……………メキシコ

(3)北米………………米国

(4)その他の地域……オランダ、ガーナ

３　消去又は全社の項目に計上されるのは、セグメント間の連結仕訳のみであります。

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３　会計処理基準に関する事項の変更、

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より完成工事売上

高及び完成工事原価の計上基準を変更しております。なお、これによる損益への影響はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

中南米 
(百万円)

北米 
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客
　 に対する
   売上高

19,2645,330 460 64,143 ― 89,199 ― 89,199

(2)セグメン
   ト間の内
   部売上高
   又は振替
   高

1,688 638 ― 10,178 225 12,731( 12,731) ―

計 20,9535,969 460 74,322 225 101,930( 12,731)89,199

営業利益又
は営業損失
(△)

574 164 △84 1,414 20 2,088(     44)2,043
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 (注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

(1)アジア……………シンガポール

(2)中南米……………メキシコ

(3)北米………………米国

(4)その他の地域……オランダ、ガーナ

３　消去又は全社の項目に計上されるのは、セグメント間の連結仕訳のみであります。

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３　会計処理基準に関する事項の変更、

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より完成工事売上

高及び完成工事原価の計上基準を変更しております。なお、これによる損益への影響はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　

　 アジア アフリカ オセアニア 中南米 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,66213,6222,72229,600 133 102 47,843

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― ― ― ― 48,041

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

3.5 28.3 5.7 61.6 0.3 0.2 99.6

 (注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

(1)アジア……………インドネシア、ベトナム、タイ

(2)アフリカ…………アンゴラ、ガーナ、コートジボアール

(3)オセアニア………オーストラリア

(4)中南米……………ブラジル、メキシコ 

(5)北米………………米国 

(6)その他……………ロシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日)

　

　 アジア アフリカ オセアニア 中南米 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,45829,2135,32051,382 366 243 88,985

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― ― ― ― 89,199

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

2.8 32.7 6.0 57.6 0.4 0.3 99.8

 (注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

(1)アジア……………インドネシア、ベトナム、タイ

(2)アフリカ…………アンゴラ、ガーナ、コートジボアール

(3)オセアニア………オーストラリア

(4)中南米……………ブラジル、メキシコ 

(5)北米………………米国 

(6)その他……………ロシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

当社グループは、浮体式石油生産設備の建造及びこれに関連する各種サービスを提供する単一の事業

を展開しているため、記載を省略しております。

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

　

(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　
　
(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

対象物の種類が通貨及び金利であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなって

おり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。
　

対象物
の種類

取引の種類
契約額等

契約額等の
うち１年超

時　　価 評価損益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

通貨

為替予約取引 　 　 　 　

　　売　　建 　 　 　 　

　　　米　ド　ル 168 ― 161 6

合　　計 168 ― 161 6

金利・通貨

金利通貨スワップ取引 　 　 　 　

　受取変動（日本円）
　支払固定（米ドル）

2,500 2,100 411 411

合　　計 2,500 2,100 411 411

（注）１　時価の算定方法

　　　 　 　金融機関より提示された価格によっております。

２　ヘッジ会計を適用しているものについては、注記の対象から除いております。

３　上記契約額は、この金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスク量を示すものではありません。
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(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日 至　平成23年６月30日)

注記の対象となる事項はありません。

　
 

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日 至　平成23年６月30日)

注記の対象となる事項はありません。

　
 

(資産除去債務関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

当社は、本社オフィスの不動産賃借契約に基づき、オフィス退去時における原状回復に係る債務を有

しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期限が明確でなく、将来本社を移転する予定もな

いことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除

去債務を計上しておりません。

　
　

(賃貸等不動産関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

該当事項はありません。　

　
 

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

　 　

　 1,112円02銭
　

　 　

　 1,155円65銭
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 42円18銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式がないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 56円54銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式がないため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,758 2,623

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,758 2,623

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 41,683 46,407

　
第２四半期連結会計期間
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前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 8円54銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式がないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 39円53銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式がないため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 392 1,834

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 392 1,834

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 45,912 46,407

　
 

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　
 

(リース取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

注記の対象となる事項はありません。

　

　

２ 【その他】

平成23年８月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

　(1)中間配当による配当金の総額　　580百万円

　(2)１株当たりの金額　　　　　　　12円50銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月13日

三井海洋開発株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士    宮　　本　　敬　　久 　 印

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士    柿　　沼　　幸　　二    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井

海洋開発株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井海洋開発株式会社及び連結子会社の平成

22年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

三井海洋開発株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士    宮　　本　　敬　　久 　 印

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士    柿　　沼　　幸　　二    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井

海洋開発株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井海洋開発株式会社及び連結子会社の平成

23年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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